
                        

 

  

 

 

                           

報道関係各位           
平成３１年１月３０日 

（公財）関西文化学術研究都市推進機構 

ＲＤＭＭ支援センター  

 

海外の産学官連携組織との連携協定の締結について 
国立雲林科技大学（台湾）とのイノベーション連携交流を推進 

 

 

公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構（けいはんな学研都市（京都府相楽郡精華町）、

理事長 柏原康夫）RDMM支援センターは、国立雲林科技大学（台湾）とイノベーション推進

を図る国際連携支援体制の構築を目的とした交流推進に関する包括連携協定を、 

去る 1 月 24 日に締結いたしました。 

 

 

【連携協定の概要】 

・日時：2019 年 1 月 24 日（木）9:30～10:30  

・場所：国立雲林科技大学 National Yunlin University of Science & Technology  

台湾雲林縣斗六市大學路 3段 123號 

・協定締結者 

 国立雲林科技大学 学長 

  Neng-Shu Yang,Ph.D 氏 

公益財団法人 関西文化学術研究都市推進機構 RDMM 支援センター 

   センター長 丸野 進（まるの・すすむ） 

・協定内容 

趣旨：最新テクノロジーの活用連携による R&D 加速と新規事業創出 

連携内容：IoT、自動運転、農業実験などでの実証実験フィールドの構築と共同研究開

発、人材交流、シンポジウム・セミナー等 

期間：2019 年 1 月から 5 年間 

 

 

 



                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 24日、国立雲林科技大学で行った包括連携協定締結の様子 

関西文化学術研究都市推進機構 

RDMM 支援センター長 丸野 進 

国立雲林科技大学 学長 

ネンシュー・ヤン 氏 

国立雲林科技大学 教授 

国際交流部 所長 

チャンリン・ツァイ氏 

国立雲林科技大学 准教授 

産学研究センター 部長 

ハンシェン・レイ氏 

関西文化学術研究都
市推進機構 RDMM

支援センター 

担当部長 村田賢一 

国立雲林科技大学 

副学長  

チュウェンツェン・スー氏 

GFI グループ 

ゼネラルマネジャー 

ジェイ・ウー氏 

関西文化学術研究都市推進機構 

RDMM 支援センター長 

丸野 進 

国立雲林科技大学 

学長 

ネンシュー・ヤン 氏 



                        

【連携組織の概要】 

雲林科技大学 

 雲林科技大学は、1991年設立の台湾で最も進歩的な大学の 1つで、台湾における高等技術教育の

主要な機関の一つであり、約 1万人の学生が学び、300人を超える著名な教員があらゆる学問分野に

わたって最先端の研究を行っています。 

工学、経営学、デザイン学、人文科学と応用科学、未来大学の 5つの単科大学から成り、リサーチ

センターと合わせて、大学横断の統合カリキュラムと、成果に基づいた効果的な PDCA管理で教育を

進めています。また産学統合への試みとして、産業の進化してゆくニーズや、世の中が直面する課

題を深く掘り下げる「アウトサイドイン」アプローチでカリキュラムが設計され、学生の探究心を

高めるよう工夫されています。これらの教育・研究成果や卒業生の活躍により 雲林科技大学は台湾

でごく知られる大学となっています。 

 

【海外連携に関して】 

RDMM 支援センターでは、イノベーション推進のためのグローバル連携を推進しており、最新テク

ノロジーの活用連携による R&D 効率化を目指し、2017 年度に Inter-University Microelectronics 

Center、略称 imec、ベルギー）との連携を、JRUus（カナダ・ケベック州、ラヴァル大学 都市科学

共同研究ユニット）及び CMU STeP（タイ王国チェンマイ県、チェンマイ大学サイエンステクノロジ

ーパーク）と包括連携協定を締結いたしました。 

更に成長性・将来性が期待できるアジアマーケットとの連携強化を狙った「ASEAN／IORA／日本（け

いはんな学研都市）イノベーション拠点連携プラットフォーム（ASEAN／IORA／JAPAN Innovation 

Plat Form :AIJI-PF）」を 2018年 10月の京都スマートシティエキスポにてキックオフし、アジアで

の産学官の連携による事業創出の加速を図ってまいります。  

 

【参 考】 

■「RDMM支援センター」 

持続的にイノベーションを創出する連携のハブ（hub）組織で、マーケットを常に見据えながら、

サービスを含むものづくりや新事業・新産業創出の加速に向け、企業や大学、公的機関等の連携に

よるオープンイノベーションを基軸に、研究開発から事業化までワンストップで支援する組織で

す。RDMM は Research(研究)＆Development(開発) for Monodzukuri(ものづくり) through 

Marketing(マーケティング)の略で、未来社会や市場の予測、マーケティングに軸足を置くことで、

研究開発・事業化の加速を目指すことを理念としています。 

 

■「けいはんな R&Dイノベーションコンソーシアム」 

RDMM 支援センターが主催・運営するコンソーシアム活動で、会長に大阪大学総長の西尾章治

郎先生、副会長に推進機構の柏原理事長、技術運営委員会委員長に京都大学の白岩立彦先生をお

迎えし、2018 年 12 月現在、100 会員（企業 74 社、他 26 会員）が参画しています。参画企業の

優れた知の融合を図りつつ、新産業・新事業創出に向けたワーキング活動や共同研究開発プロジ

ェクト等の取り組みを行っています。（会員登録等は無償で提供しています。） 

 

■本件に関するお問合せ：  

公益財団法人 関西文化学術研究都市推進機構  ＲＤＭＭ支援センター  担当：村田 

https://www.kri.or.jp/rdmm/ 

Tel：0774-98-2236 ／ FAX0774-98-2202 ／ e-mail：rdmm@kri.or.jp 

〒619-0237 京都府相楽郡精華町光台１丁目７ けいはんなプラザ ラボ棟３F 

 

https://www.kri.or.jp/rdmm/
mailto:rdmm@kri.or.jp

